
１章 ベクトル解析 

２節 ベクトル関数の微分積分 
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したがって c  0 のとき， )(と)( tt vr  のつくる平面は c に垂直。つまり )( tr は c に垂直な平面内

にある。一方 0c  のとき， )( tr は O を通る 1 つの直線に沿って動く。 

 

 


